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発行：長野県教育委員会 

   （義務教育課） 

 長期休業中の「時差勤務」の工夫 
  
多くの学校で、東京オリンピック・パラリンピック2020の開会に合わせて始まった夏休

み。夏休み中の先生方の勤務はいかがだったでしょうか。勤務か年休か。二者択一ではなく、
工夫した時差勤務を取り入れたＫ小学校の様子をお知らせします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
※多様な働き方を支援する方策の一つとしての「時差勤務」。ぜひ、次の長期休業で取り入れてみて
はいかがでしょうか。 

【Ｋ小学校】 

南信地区 

市街地 

各学年２学級 

全校約300名  

教職員数25名 

Ａ 勤 務  ７：１５  ～  １５：４５ （1時間早出） 
Ｂ 勤 務  ７：４５ ～ １６：１５ （30分 早出） 
通常勤務   ８：１５ ～ １６：４５ 
 

基本的な時差勤務の形態 

活用の工夫１ 

夏休みの動向表に、いつ出勤するかを記入するだけでＯＫ。           
管理職が教育委員会と協議し、手続きの簡略化を図っています。 

活用の工夫２ 

時差勤務と年休を組合せて取得する 例：午前Ａ勤務＋午後年休 
 
 
 
 

 
 
Ａ勤務を選択し、さらに午後年休を取得すると、午前11:15に勤務が終了します。 

～Ａ勤務を利用したＹ先生の感想～ 
「もともと、朝は早めに出勤していたので、Ａ勤務を選んでいます。朝の涼
しい間に仕事がはかどりますし、朝の時間が時間外勤務時間ではなく、勤
務時間となるのがありがたいです。」 

 

～教頭先生の感想～ 
「ご家庭の都合やその日の天候などにより、急に出勤の時間を変更しても、児童がいない夏休み中
は柔軟に対応できるので特に問題ありません。ぜひ、朝の時間を有効に使い、夕方は自分や家族
の時間に当てていただきたいと思います。」 

 

午前：Ａ勤務 

7:15 

午後：年休 

お子さんとの昼食・買い物・団らん 

15:45 

～年休を組合せて取得したＵ先生の感想～ 
「家に帰って我が子と作りたてのお昼を食べられるのが嬉しいです。買い物もじっくりできとて
も時間にゆとりがもてる感じがします。仕事と家庭との両方に向き合えて充実した夏休みだと
感じました。」 

 

11:15 



 

                                        

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)学校業務の協業化・分業化・ 

外部化・システム化による 

業務の削減 

(2)家庭・地域・関係機関・企

業等との連携・協働体制の

構築 

(3)ワーク・エンゲイジメント 

の高い職場づくりとワーク・

ライフ・バランスの実現 

 

 

 
①信州型コミュニティスクール 
・効果的活用促進 
 
④校内外の会議や研修会等 
・短縮、効率化、オンラインツール
の効果的活用 

 
⑥行事や日常業務 
・精選や見直しの推進 
 
⑦学校・家庭・地域等の役割 
・分担見直しや関係の再構築 
 
②統合型校務支援システム 
・検討、導入 
 
 
 
③保護者の利便性向上や教職員
の業務負担軽減 

・学校徴収金（給食費や学年費等）
会計業務の負担軽減 

 
 
②統合型校務支援システム 
・サポート体制の充実 
・導入により業務量が縮減した
好事例の周知、広報 

 
④校内外の会議や研修会等 
・オンライン開催による移動、開催
時間の短縮 

 
⑤専門的観点に基づく対応支援 
・専門スタッフの拡充、連携推進 
 
⑧教科指導の高度化や学校の 
ＩＣＴ環境 

・「１人１台端末」の効果的な活用
の研究や環境整備 

 
 
 

 
①学校単位の働き方改革推進 
・重点的に取り組む期間や自校
の取組の成果や課題を振り返
る期間の設定 

 
 
 
②学校・保護者・地域間の迅
速な情報共有 

・連絡手段のデジタル化推進 
 
 
 
③学校事務職員の主体的・創造
的な学校経営への参画 

・教育事務に関わる教育委員会
と学校の連携体制構築 

 
⑤地域におけるスポーツ・文化
環境整備 

・年齢や学校区の枠を超えて
練習等を行うことができる
活動拠点の構築 

 
①学校単位の働き方改革推進 
・好事例の周知、広報 
 
③学校事務職員の主体的・創造
的な学校経営への参画 

・事務職員の資質・能力や意欲を
高める体系的な研修制度整備 

 
④学校における働き方改革に
関する理解促進 

・家庭・地域・関係機関・企業等
に対する広報活動や研修会等
の実施 

 
⑥民間企業等の学校教育活動
ＰＴＡ活動への参加促進 

・学校支援認証制度や学校応援
企業の登録等の条件整備 

 
①バランスの取れた学校生活・
家庭生活 

・「長野県中学生期のスポーツ活
動指針」や「長野県中学校の文
化部活動方針」の基準に沿っ
た課外活動や部活動等の運営
の徹底 

 
②メンタルヘルス対策の充実 
・学校における労働安全衛生管
理を適切に行う体制の整備 

 
 

④働きやすい職場環境整備  
・在宅勤務や時差勤務、１年単位
の変形労働時間制等、学校関
係者の多様な働き方について
の研究 

 
 
 
 
 
 

①バランスの取れた学校生活・
家庭生活 

・児童生徒・保護者・地域への
理解を促す周知・広報 

 
③健康で生き生きとやりがい
を感じながら送る豊かな教
職生活の創造 

・必要な調査の実施、好事例の周
知等によるワーク・エンゲイ
ジメントの高い職場づくり推
進 

 
⑤学び続ける教職員支援 
・関係機関等と連携・協働しなが
らキャリアステージに応じた
研修等を実施 

 

 

 

 

 

 

学校における働き方改革推進のための方策【概要版】                         

                                 

                                        長野県教育委員会 

 

※ワーク・エンゲイジメント 

仕事に誇りを持ち、仕事にエネルギーを注ぎ、仕事から活力を得て活き活きしている状態 

※ 

【
Ａ
】
主
に
各
学
校
が
取
組
む
内
容 

１ 目 的 

２ 方 策 

〇質的視点から 

・心身の健康を保ちながら、生き生きとやりがいを感じて豊かな教職生活を送る 

・教職員としての専門性や創造性を高め、子どもたちへの質の高い教育を実現 

〇量的視点から 

・時間外在校等時間の縮減（原則年360時間以内及び月45時間以内） 

【
Ｂ
】
主
に
市
町
村
教
育
委
員
会
が 

取
組
む
内
容 

【
Ｃ
】
主
に
長
野
県
教
育
委
員
会
が

取
組
む
内
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長野県教育委員会事務局 義務教育課管理係 

 課長 桂本 和弘  担当 千葉 富夫 

 電話     026-235-7426（直通） 

 ファクシミリ 026-235-7494 

 電子メール  gimukyo@pref.nagano.lg.jp 


